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IIASA の Workshop に参加して

1975年 10月 20 日より 25 日までの 5 日間にわたって，

Austria の Vienna 市郊外の Laxenburg にある

International Institute for Applied Systems Anaｭ

lysis(略称 IIASA) において Workshop on Decision 

Making with Multiple Conflicting Objectives が開

催された.周知のように IIASA は科学技術の平和利用

を目的に，特にシステム分析を主な手法として現在，人

類社会がもっ共通の問題，たとえば資源問題，環境問題

などに対処すべく世界各国(日本を含め 13 カ国)共同出資

で 1973年に設立されたものである.

本 Workshopは初代所長の Raiffa 教授と現在IIASA

に勤務の Keeney博士の主唱によって，最近各分野で重

要な問題となってきている「多くの相克する目的がある

場合の意思決定J をテーマとして催されたものである.

本 Workshop の主旨は「意見の交換，問題の発見」に

あるとし、う主宰者の強い意図によって，出席者数は30名

以下，しかもあらゆる分野を網羅するよう厳し〈限定さ

れた.

Workshop にさき立ち，まず Raiffa 教授が多目的意

思決定における問題点を提起，および現在までの手法の

解説を行なった. Workshopは毎日午前 9 時から午後 5

時半まで，途中昼食と 2 回のコーヒー・プレイクをはさ

むほかはすべて発表と討論とし、うハード・スケジューノレ
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で・行なわれた. (もっとも，一部の参加者の強い主張によ

って最終日の前日は午後 3 時まで，最終日は午後 1 時ま

でにスケジュールは変更されたが. ) 

発表は①測定論，②効用理論，③多目的最適化理論，

④応用に大別されるが，人間の選好の表現の仕方，およ

びその解析に関しては意思決定における重大問題でもあ

り，全会期を通じ熱のこもった議論が交わされた.また，

実際問題への適用についても大きな関心がもたれ，特に

最終日，総括として社会的選択に関する解析と実際面へ

の適用についてが討論のテーマとなるほどであった.

Workshopそのものは非常にハード・スケジューノレて、

はあったけれども Cocktail Party , Heuriger Party , 

Farwell Partyがあり，また出席者のほとんどが同じホ

テルに宿泊したこと(つまり，寝る時以外はいつもおた

がいに顔を付き合わす状態であったこと)もあり，会期

中，参加者の聞は非常に親密となり，このような外的条

件も Workshop の内容の充実に一つの効果を与えてい

たことも見逃せない.従来のような Conference もさる

ことながら，このような内容の充実した Workshop が

今後も数多く開催されることを期待してやまない.

なお，本 Workshop における発表論文，および討論

内容は Unedited Proceeding として IIASA から出版

される予定である. (なかやま・ひろたか 甲南大学)
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